
調査概要（就学前児童）

94.2％の人が子育てをする上で気軽に相談できる人（場所）がいる（ある）と回答し

ており、相談先は「祖父母等の親族」や「友人・知人」が多くなっています。

なお、3.4％の人が気軽に相談できる人（場所）がいない（ない）と回答しています。

子どもの育ちをめぐる環境

保護者の就労状況 母親の44.3％がフルタイム又はパートタイム等で就労中であり、現在就労していない母親の

うち、73.0％が将来的に就労したいと回答しています。

ワーク・ライフ・バランス

「希望」では、88.0％の人が

「家事（育児）時間」または

「プライベート」を優先したい

と回答しているのに対し、

「現実」では、「家事（育児）

時間」または「プライベート」

を優先していると回答した人

が67.1％となっています。

子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童）１次集計結果（概要）
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日中の定期的な教育・保育事業 52.3％の人が、現在、定期的な教育・保育の事業を「利用している」と回答しています。利用している事業としては、認可保育園がもっとも多く、次いで幼稚園が多くなっています。

また、現在の利用の有無に関わらず、利用したいと考える事業の第一希望として、幼稚園を選んだ割合がもっとも多く、次いで認可保育園が多くなっています。
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土・日・長期休暇中の定期的な教育・保育事業

土曜日に教育・保育事業を月に１～２回あるいはほぼ毎週利用したいと回答した割合は38.5％、日曜日は15.7％と

なっています。また、幼稚園を利用している人のうち、長期の休暇期間中、定期的な教育・保育事業を「ほぼ毎日利用

したい」あるいは「週に数日利用したい」と回答した人は63.1％となっています。

病児・病後児保育

お子さんが病気やケガで平日の定期的な教育・保育事業が利用できなかったことがあり、その対処方法として父親または

母親が休んだ人のうち、37.0％が「病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と回答しています。

また、利用したいと思わない理由としては、「親が仕事を休んで対応する」、「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」と

回答した人が多くなっています。

不定期の教育・保育事業（一時預かり等）

43.0%の人が私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、親の通院、不定期の就労等の目的で、不定期の教育・保育

事業を利用したいと回答しています。

放課後等の居場所（子どもが５歳以上の方への問い）

放課後の居場所（希望）として、自宅や習い事をあげている人が多くなっています。次いで、低学年では留守

家庭子ども会と回答した人が多くなっています。
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